
口
9
0年
)
に
竣
工
。
以

品
運
の
時
代
か
ら
、
治
水

水
・
環
境
問
水
の
時
代
へ

き
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
き

謂
座
で
は
、
実
際
に
利
根

の
散
策
を
楽
し
み
な
が

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
や
野
草

察
を
行
う
。
そ
の
後
、
野

ヤ
ン
パ
ス
講
義
棟
で
、
日

オ
ラ
ン
ダ
の
受
流
史
を
背

一
、
東
葛
自
然
と
文
化
研
究

一
新
保
園
弘
所
長
の
講
韻
を

一
、
利
根
運
河
建
設
に
果
た

一
お
雇
い
オ
ラ
ン
ダ
人
工
師

範
聞
を
考
え
る
。

〉
会
場
一
利
根
運
河
と
理
科

古
田
キ
ャ
ン
パ
ス
(
千
葉
県

田
市
山
崎
)
O集
合
場
所
一

山
野
回
線
「
運
河
駅
」
改
札

問
〈
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募
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0
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申
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ち
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)
か
ら
か
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3
2
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8
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)
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〈
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学
習
セ
ン
タ
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O
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第

5
回

科
学
技
術
の

「
美
」
パ
ネ
ル
展

最

秀
賞
な
ど
時
件
表
彰

科
学
技
術
団
体
連
合
(
有
馬

朗
人
会
長
)
は
、

4
月
日
日
に

科
学
技
術
賠
(
東
京
都
千
代
田

区
北
の
丸
公
園
)
で
、
第
5
回

科
学
技
術
の
「
美
」
パ
ネ
ル
展

表
彰
式
を
聞
い
た
。

科
学
者
や
研
究
者
が
、
研
究

現
場
な
ど
で
研
究
の
過
程
や
成

果
な
ど
ど
し
て
観
察
、
撮
影
し

て
い
る
美
し
く
感
動
的
な
画
像

を
公
募
し
、
そ
ζ
か
ら
厳
選
し

た
写
真
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示

し
て
い
る
の
が
、
科
学
技
術
技

術
週
間
な
ど
を
は
じ
め
、
全
国

で
開
催
し
て
い
る
科
学
技
術

「
美
」
パ
ネ
ル
展
で
あ
る
。

展
示
会
の
来
場
者
に
は
腫
示

を
見
て
ど
の
パ
ネ
ル
が
良
か
っ

た
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
お

り
、
そ
の
投
票
結
果
か
ら
毎
年

最
優
秀
賞
な
ど
を
選
ん
で
い

る
。
今
回
は
、
最
優
秀
賞
2
件、

優
秀
質
8
件
を
表
彰
し
た
。

〔
最
優
秀
翼
〕

マ
「
電
子
が
作
る
盤
」
高
輝

度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
制
御

.
情
報
部
門
一
松
下
智
裕
氏

マ
「
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
金
の
蓄

積
」
物
質
・
材
料
研
究
開
発
機

構
ナ
ノ
有
機
セ
ン
タ
ー
高
分
子

グ
ル
ー
プ
一
中
西
尚
志
氏

門
一
優
秀
麓
〕

マ
「
太
陽
観
測
衛
星
『
ひ
の

で
』
が
観
測
し
た
日
食
」
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構

マ
「
地
球
磁
気
圏
の
複
雑
な

早
大
と
ブ
リ
、
ヂ
ス
ト
ン
が
連
携

環
境
保
金
算
委
託
先
募
集

早
稲
田
大
学
(
鎌
田
薫
総
長
)
一

E
」
は
、
今
年

7
月
1
来
年
6

と
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
連
携
プ
ロ
一
月
白
日
ま
で
の
研
究
委
託
先
の

ジ
ェ
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ト
「
W
1
3
R
I
D
G
一
募
集
を
開
始
し
た
。
同
社
が
設

ゃ
、
昨
年
大
き
な
話
題
と
な

っ
た
「
は
や
ぶ
さ
」
が
持
ち

帰
っ
た
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」

の
試
料
の
分
析
を
担
当
し
た

玖
本
尚
義
・
北
海
道
大
学
大

学
院
理
学
研
究
院
教
授
が
講

演
す
る
。

こ
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

科
学
技
術
全
分
野
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研
究
者

定
し
た
4
領
域
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環
境
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題
に

つ
い
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取
り
組
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い
る
N
P

O
や
N
G
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民
団
体
な
ど

(
営
利
組
織
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除
く
)
が
、
早

弘CLAJ
櫨設公開

稲
田
大
学
ま
た
は
同
大
学
協
定
一
を
、
生
活
者
と
共
に
考
え
る
③
一
ド
可
能
。
応
募
は
日
メ

l
ル
一
低
炭
素
社
会
の
実
現
(
小
宮
山

校
等
に
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す
る
常
勤
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企
業
や
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活
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一
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一
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タ
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一
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受
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一

l
セ
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タ
ー
き

V
講

演

料
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。
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締
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切
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1
一
④
環
境
保
全
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見
や
手
法
を
一
〈
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合
わ
せ
V
W
l
B
R
一
学
技
術
進
歩
と
社
会
シ
ス
テ
ム

日
目
時
(
必
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)
。
一
世
界
に
広
げ
、
次
世
代
と
共
に
一

I
D
G
E事
務
局
(
早
稲
田
大
一
設
計
が
も
た
ら
す
豊
か
な
岳
民

対
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な
る
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ぶ
方
法
を
考
え
る
ー
の
4
領
一
学
内
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P
A
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き
な
リ
ン
グ
状
の
研
究
施
設
一
会
実
現
に
向
け
た
シ
ナ
リ
オ
と
一

V
基
調
講
演
一
連
携
を
可
能
に
一

9
2
5
2
9
1
3、
目
白
色

ゃ
、
昨
年
5
月
に
完
成
し
た
火
十
線
路

JL乙
治
活
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練
粧
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磁
場
構
造
」
海
洋
研
究
開
発
機

構
地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
一
松
岡
大
祐
民

マ
「
が
ん
細
胞
に
く
す
り
を

届
け
る
」
科
学
技
術
振
興
機
構

.
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
片
岡
一
則
研
究
室

(
J
S

T
C
R
E
S
T
)
一
松
本
有

民
マ
「
電
子
の
流
れ
が
織
り
な

し
た
樹
形
図
」
高
輝
度
光
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
加
速
器
部
門
一

富
津
宏
光
氏

マ
「
無
限
の
図
形
を
探
検
し

よ
う
」
日
本
技
術
士
会
近
畿
支

究
所
一
下
村
拓
也
民
マ
「
染
色
体
構
築
を
制
御
す

マ
「
ち
せ
ん
状
に
な
ら
ぶ
液
一
る
タ
ン
パ
ク
質
の
分
布
」
理
巴

晶
分
子
」
理
化
学
研
究
所
基
幹
一
学
研
究
所
基
幹
研
究
所
平
野
染

研
究
所
超
分
子
科
学
研
究
室
二
色
体
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
研
究
室
い

川
本
益
揮
民
、
志
賀
名
月
民
小
野
敦
夫
民

部
佐
伯
英
子
技
術
士
事
務
所
一

佐
伯
英
子
氏

マ
「
妖
艶
に
輝
く

H
K
A
R

E
N
N
な
装
置
」
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
関
西
光
科
学
研
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